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ニュース
　
昨
今
、
相
模
原
や
ま
ゆ
り
園
事
件
、

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
、
子
ど
も
の
虐
待
等

深
刻
な
人
権
侵
害
事
件
が
相
次
い
で
い

る
。
こ
の
よ
う
な
事
件
を
繰
り
返
さ
せ

な
い
た
め
に
ど
う
し
た
ら
良
い
の
か
が
、

社
会
的
に
問
わ
れ
て
い
る
。
事
件
が
起

こ
る
た
び
、
行
政
や
教
育
委
員
会
、
警

察
等
が
対
応
す
る
が
、
被
害
者
の
立
場

か
ら
見
て
そ
の
働
き
は
果
た
し
て
ど
う

で
あ
ろ
う
か
。

　
裁
判
所
に
、
人
権
侵
害
事
件
の
解
決

を
求
め
る
に
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。
ま

た
司
法
的
解
決
に
は
、
手
続
の
専
門
性
、

解
決
方
法
の
制
約
、
調
停
に
よ
る
解
決

を
主
導
で
き
な
い
等
の
限
界
も
あ
る
。

　「
国
内
人
権
機
関
」
と
は
、
な
じ
み

の
な
い
方
も
多
い
で
あ
ろ
う
が
、N

a-

tional H
um
an R

ights Institu-
tion

の
訳
で
あ
る
。
憲
法
、
法
律
、
国

際
人
権
基
準
に
よ
り
守
ら
れ
る
べ
き
人

権
が
侵
さ
れ
た
と
き
、
申
立
て
さ
え
あ

れ
ば
、進
ん
で
調
査
し
、必
要
な
調
停
・

勧
告
を
行
う
公
的
機
関
で
あ
る
。
こ
の

点
、
法
務
省
に
人
権
擁
護
委
員
の
制
度

が
あ
る
も
の
の
、
法
務
大
臣
の
指
揮
命

令
下
に
あ
る
の
で
、
国
連
自
由
権
規
約

委
員
会
か
ら
、
こ
れ
は
「
国
連
パ
リ
原

則
が
求
め
る
、
政
府
か
ら
の
独
立
性
が

あ
る
と
は
い
え
な
い
」
と
1
9
9
8
年

の
審
査
で
勧
告
を
受
け
、
そ
の
後
国
連

人
権
理
事
会
の
U
P
R
審
査
で
も
、

政
府
か
ら
独
立
し
た
立
場
で
調
査
・
勧

告
・
政
策
提
言
等
が
で
き
る
国
内
人
権

機
関
を
早
く
設
け
な
さ
い
と
勧
告
を
受

け
続
け
て
い
る
。

　
日
弁
連
は
2
0
0
0
年
か
ら
、
国
内

人
権
機
関
の
創
設
を
提
言
し
て
き
た
。

そ
れ
は
、
弁
護
士
会
の
人
権
擁
護
委
員

会
の
活
動
だ
け
で
は
、
予
算
、
人
手
、

そ
し
て
何
よ
り
も
調
査
権
限
に
大
き
な

制
約
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
対

し
、
国
内
人
権
機
関
で
あ
れ
ば
、
弁
護

士
会
の
人
権
擁
護
委
員
会
で
は
カ
バ
ー

し
き
れ
な
い
調
査
救
済
活
動
が
可
能
と

な
る
。

　
国
内
人
権
機
関
は
、
す
で
に
世
界

1
2
0
カ
国
以
上
に
存
在
し
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
韓

国
等
で
は
、
独
自
の
事
務
所
を
構
え
、

職
員
、
予
算
を
持
ち
、
子
ど
も
、
女
性
、

高
齢
者
、
障
が
い
者
、
刑
務
所
等
の
諸

分
野
で
専
任
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
が
調
査

救
済
、
調
停
に
大
き
な
実
績
を
上
げ
て

い
る
。

　
日
弁
連
は
「
政
府
か
ら
独
立
し
た
国

内
人
権
機
関
の
要
綱
」
を
決
議
し
、
当

委
員
会
を
設
置
し
、
活
動
し
て
き
た
。

　
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
2
0
1
2
年
に

は
、
法
務
省
は
日
弁
連
の
意
見
も
聴
い

て
「
人
権
委
員
会
設
置
法
案
」
を
作
り
、

民
主
党
政
権
下
に
お
い
て
国
会
に
提
出

し
た
が
、
政
権
交
代
で
頓
挫
し
た
。

　
障
害
者
権
利
条
約
33
条
は
、
条
約
の

実
施
を
監
視
す
る
、
パ
リ
原
則
に
則
っ

た
監
視
機
関
の
設
置
を
求
め
て
い
る
。

日
本
は
こ
れ
も
怠
っ
た
ま
ま
で
あ
る
。

　
国
内
人
権
機
関
の
実
現
に
は
、
国
民

世
論
の
高
ま
り
が
必
要
で
あ
り
、
広
く

市
民
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
日
弁

連
は
、「
あ
な
た
の
人
権
、
侵
害
さ
れ

た
ら
ど
う
し
ま
す
か
。」
※
と
い
う
国

内
人
権
機
関
の
広
報
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

発
行
し
た
。
会
員
各
位
に
お
か
れ
て
も

御
一
読
い
た
だ
き
、
国
内
人
権
機
関
の

広
報
に
御
協
力
い
た
だ
き
た
い
。

※
右
記
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
以
下
の
日
弁

連
一
般
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
る
。

http://w
w
w
.nichibenren.or.jp/

library/ja/publication/booklet/
data/kokunaijinkenkikan_
pam

_2015.pdf

　
藤
原
精
吾
委
員
長
、
小
池
振
一
郎
副

委
員
長
、
新
倉
修
委
員
と
私
の
4
名
で
、

2
0
1
5
年
8
月
25
日
、
26
日
に
、

N
Z
の
人
権
委
員
会
と
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

事
務
所
を
訪
問
し
た
。
N
Z
は
、
人
口

約
4
6
0
万
人
、
国
土
は
日
本
の
約
4

分
の
3
で
あ
る
。

　
1
9
7
7
年
に
設
立
さ
れ
た
人
権
委

員
会
は
、
1
9
9
3
年
人
権
法
に
基
づ

い
て
活
動
す
る
政
府
か
ら
独
立
し
た
国

内
人
権
機
関
で
あ
り
、
そ
の
第
一
義
的

機
能
は
、
①
N
Z
社
会
に
お
け
る
人

権
に
対
す
る
尊
重
、
理
解
及
び
認
識
を

擁
護
し
、
促
進
す
る
こ
と
、
②
個
人
間

及
び
多
様
な
集
団
間
の
調
和
的
関
係
の

維
持
と
発
展
を
奨
励
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
機
能
を
遂
行
す
る
た
め
、
委
員
会

は
紛
争
解
決
の
た
め
調
停
等
の
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
る
。
人
権
委
員
会
は
、

委
員
長
、
人
種
関
係
調
整
委
員
、
雇
用

機
会
均
等
委
員
等
で
構
成
さ
れ
、
委
員

は
、
法
務
大
臣
の
推
薦
に
基
づ
い
て
、

総
督
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
る
。
年
間

5
0
0
0
件
以
上
の
人
権
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
・
苦
情
申
立
て
を
受
け
付
け

（
苦
情
申
立
て
が
6
割
余
り
）、
申
立
て

ら
れ
た
差
別
事
由
は
人
種
関
連
30
％
、

障
が
い
30
％
等
で
あ
り
、
差
別
領
域
は

雇
用（
本
採
用
前
の
期
間
を
含
む
）が
約

42
％
と
多
い
。
約
1
4
0
0
件
が
終
結

し
82
％
が
解
決（
一
部
解
決
）し
て
い
る
。

調
停
で
苦
情
が
解
決
に
至
ら
な
か
っ
た

場
合
に
は
、
申
立
人
は
人
権
審
議
審
判

所
に
民
事
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
で

き
、
人
権
訴
訟
手
続
事
務
局
長
は
、
審

判
所
で
の
当
該
手
続
で
、
当
事
者
の
た

め
に
代
理
人
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
場
合
に
は
、
代
理
人
に
か
か

る
す
べ
て
の
費
用
は
人
権
訴
訟
手
続
事

務
局
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
事
務
所
は
、

1
9
6
2
年
か
ら
活
動
す
る
独
立
監
視

機
関
で
あ
り
、
行
政
機
関
、
教
育
委
員

会
、
地
方
自
治
体
を
含
む
行
政
権
の
行

使
等
に
対
す
る
個
人
の
苦
情
を
調
査
し
、

是
正
措
置
等
の
勧
告
を
行
う
。
年
間

7
0
0
0
件
の
訴
え
が
あ
る
。
オ
ン
ブ

ズ
マ
ン
事
務
所
は
、
障
害
者
権
利
条
約

と
の
関
係
で
、
人
権
委
員
会
及
び
当
事

者
団
体
で
あ
る
N
Z
条
約
連
合
と
連

携
し
、
条
約
の
国
内
実
施
を
監
視
す
る

独
立
し
た
枠
組
み
（
33
条
）
と
し
て
指

定
さ
れ
、
ま
た
、
拷
問
禁
止
条
約
と
の

関
係
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
拘
禁
施
設
の
視

察
・
査
察
・
監
視
等
の
強
力
な
調
査
権

限
を
持
っ
て
い
る
等
、
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
。

　
今
回
の
訪
問
を
通
じ
て
、
N
Z
に
お

け
る
こ
の
よ
う
な
国
内
人
権
機
関
が
、

我
が
国
に
お
い
て
も
早
期
に
実
現
す
る

こ
と
を
目
指
し
た
い
と
の
思
い
を
強
く

し
た
。

　
2
0
1
6
年
9
月
16
日
、
藤
原
精
吾

委
員
長
、
近
藤
剛
副
委
員
長
、
後
藤
睦

恵
副
委
員
長
、
伊
藤
良
事
務
局
次
長
の

4
名
で
、
札
幌
子
ど
も
の
権
利
救
済
機

関
「
子
ど
も
ア
シ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
」
を

訪
問
し
た
。

設
立
目
的
・
構
成

　
子
ど
も
ア
シ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
と
は
、

い
じ
め
等
の
権
利
侵
害
を
受
け
、
悩
み

苦
し
ん
で
い
る
子
ど
も
を
救
済
す
る
た

め
に
、
札
幌
市
の
条
例
に
よ
り
設
置
さ

れ
た
公
的
第
三
者
機
関
で
あ
り
、
救
済

委
員
2
名
、
調
査
員
3
名
、
相
談
員
7

名
、
事
務
局
4
名
の
合
計
16
名
に
よ
り

構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
日
は
、
子
ど
も
ア
シ
ス
ト
セ
ン

タ
ー
か
ら
、
吉
川
正
也
救
済
委
員
（
札

幌
弁
護
士
会
所
属
）
及
び
事
務
局
2
名

の
方
に
御
対
応
い
た
だ
い
た
。

活
動
内
容
等

　
最
初
に
、
子
ど
も
ア
シ
ス
ト
セ
ン

タ
ー
よ
り
、
セ
ン
タ
ー
の
概
要
及
び
活

動
内
容
等
に
つ
き
御
説
明
い
た
だ
い
た
。

相
談
は
、
電
話
や
面
談
の
み
な
ら
ず

メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
て
お
り
、
昨
年

度
の
相
談
件
数
は
述
べ
4
0
7
4
件
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ほ
ど
の
件
数

を
合
計
16
名
の
ス
タ
ッ
フ
で
対
応
す
る

の
で
あ
る
か
ら
、
相
当
な
御
苦
労
を
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
た
。

　
ま
た
、
子
ど
も
ア
シ
ス
ト
セ
ン
タ
ー

は
、
い
じ
め
等
の
調
査
を
し
た
結
果
、

必
要
に
応
じ
て
勧
告
等
の
措
置
を
取
る

こ
と
が
で
き
る
が
、
実
際
に
は
、
勧
告

等
ま
で
行
う
こ
と
は
稀
で
あ
り
、
当
事

者
双
方
及
び
学
校
等
か
ら
話
を
聞
き
、

そ
の
橋
渡
し
を
行
う
こ
と
に
よ
り
円
満

に
解
決
す
る
事
案
が
ほ
と
ん
ど
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
勧
告
等
を
行

う
場
合
も
、
教
育
委
員
会
等
他
機
関
の

意
向
を
確
認
す
る
こ
と
な
く
、
セ
ン

タ
ー
の
み
の
判
断
で
行
え
る
等
、
極
め

て
独
立
性
が
高
い
と
感
じ
た
。

広
報

　
と
こ
ろ
で
、
上
記
の
よ
う
な
多
数
の

相
談
が
寄
せ
ら
れ
る
た
め
に
は
、
相
当

な
広
報
活
動
が
必
要
と
思
わ
れ
る
が
、

子
ど
も
ア
シ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎

年
1
回
、
市
内
の
小
中
学
生
全
員
に
子

ど
も
ア
シ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
の
連
絡
先
を

記
載
し
た
カ
ー
ド
を
配
布
す
る
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
て
学
校
の
各
教
室

や
児
童
館
等
に
掲
示
す
る
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
札
幌
生
ま
れ
の
人
気
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
初
音
ミ
ク
」
を
登
用
す
る
、

出
張
講
義
を
行
う
等
、
効
果
的
な
広
報

を
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ

の
た
め
、
小
中
学
生
の
認
知
度
は
お
よ

そ
8
割
と
か
な
り
高
い
そ
う
で
あ
る
。

事
務
所
の
様
子

　
説
明
及
び
質
疑
応
答
の
後
、
施
設
内

を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
入
口
に

可
愛
ら
し
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
看
板
が

あ
っ
た
り
、
待
合
室
に
絵
本
が
置
か
れ

て
い
た
り
、
子
ど
も
が
相
談
し
や
す
い

雰
囲
気
が
あ
る
一
方
で
、
個
室
の
相
談

室
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
も
配
慮
さ
れ
て
い
た
。

最
後
に

　
こ
の
よ
う
な
実
効
的
な
子
ど
も
の
権

利
救
済
機
関
を
、
札
幌
の
み
な
ら
ず
全

国
の
多
く
の
地
方
自
治
体
に
て
設
立
し

て
欲
し
い
と
思
う
。
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子どもアシストセンター入口にてセンターの皆様と。 中央はニュージーランド人権委員会委員長
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